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・前回のデータと比較できる
・地球大気、太陽大気の影響を避けている

もし天2023 HAS計画班では、木星大気の縞模様を

物質の緯度分布の偏りによるものと考え、

15 °NのNH₃減少と、極でのCH₄・NH₃増加を示した

しかし、散乱や雲高の影響が十分考慮されていなかった！

→手法を変え再解析を行った

【背景・目的】

【要旨】

木星の縞模様は大気成分の分布の差異と考え、緯度別の分光データを

解析した。結果、NH₃は緯度に応じて変化を示した一方、CH₄は変動が小さく、

一部でのみ高緯度での吸収帯深度上昇が見られた。よって木星の大気構造

は緯度ごとに異なることが示唆されたが、物質によってその異なり方に違いが

あると分かった。

仙台市天文台
日時：2023年12月24日 19:30~

機材：ひとみ望遠鏡可視光域中分散分光器

積分時間：20 s

分光範囲：4500~8000 Å、低分散モード(R~1766)

観測天体：木星、スペクトル標準星（HR718)

美星天文台
日時：2023年12月24日 19:30~

機材：101cm望遠鏡低分散分光器

積分時間：10 s

分光範囲：中心波長5925 Å、波長幅4400 Å、

低分散モード(R~1500)

観測天体：木星、スペクトル標準星（HR4963)

スリット位置は右図2参照

別条件で取得した2種類の

分光データは、それぞれ

独立なデータとして解析

【観測手法】
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【データ処理】
生データに1次処理行い、観測機器や環境光の影響を取り除いた

2次処理によって波長校正を行い、波長を同定して目的の吸収帯を定めた

解析に使用した吸収帯
6193 Å CH₄吸収帯

6497 Å NH₃吸収帯

→ 前回データと比較可能

地球、太陽大気の影響を避ける

吸収帯深度は右の図4

網掛け部分のように定めた

各データを比較するため、吸収帯深度の規格化を行った

連続光のデータから部分的に

近似直線を引き、各区間の

中点のエネルギー強度を求めた

各区間についてその比を求め、

平均した値で規格化した

【結果】

NH₃
• 仙台市天文台（図6）

北緯15°付近で減少

中～高緯度ではほぼ横ばい

• 美星天文台（図7）

高緯度で顕著な上昇

CH₄
• 仙台市天文台

極域に向かってわずかに減少

• 美星天文台

ほとんど変化なし

NH₃の15° Nでの減少は見られたが、

CH₄の極域での増加は見られなかった

→ 前回研究とは一部異なる結果！

天文台間で異なる結果を示している
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【考察・今後の展望】
NH₃
低緯度で吸収帯深度が浅かった

→前回研究

先行研究[1]で天底輝度温度から逆算したNH₃濃度

先行研究[2]の中間赤外線の観測結果

と一致している

NH₃分布に関して、大気構造の緯度変化を示唆する結果となった

◆先行研究との比較

・本研究で見ているのは表層から約2~3 bar程度のNH₃雲[3][5][6]

・左下図8は約1 bar深度、10 °~20 °NにおけるNH₃濃度減少を示す[1]

・右下図9は本研究より35 kmほど深い位置でNH₃の偏在を示す[2]

CH₄
NH₃に比べて変化の度合いが小さかった

→前回研究と異なる結果

雲頂圧、光学的厚さ、散乱特性のような複数要因による影響や、

CH₄の割合変化が相対的に小さいことが考えられる

先行研究[4]より極域にはCH₄に富んだヘイズが観測されていることから、

サチュレーションや、極域のデータが観測結果に含まれていなかった可能性がある

また、高緯度でのNH₃吸収帯深度など、データ間で異なる結果が出るものがあり、

これは、データ取得の際緯度帯に幅が生じてしまったことや、今の補正手法では

十分に位置による影響を取り除けていないことによる可能性が考えられる

今後は、精度の高い観測やデータ処理の方法、圧力や散乱を反映した木星

大気モデルの制作により、より正確な大気構造の理解に繋げていきたい
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